











刻本、漢籍邦人注釈書）一二五点 （経部五七点、史部一五点、子部一八点、集部三五点） 、加藤復斎 各種講義筆記、文稿など草稿類約九〇点、その他邦人著作類一四五点（漢詩文・漢学関係資料六八点、史書二四点、その他五三点）となっている。その他復斎の二松學舍在塾時の日記も残る。講義筆記については、草稿類以外に受講時にテキストとしたであろう既存
文献の欄外行間に書き入れているものも散見し、本旧蔵資料の特色の一つである。
明治期の二松學舍の講義課目については、まず初等課程にお
いて「素読」 「講読」という課目のもと、漢文読解の習熟に努め、高等課程において、それぞれ「経書」 「歴史」 「子書」課目として具体的に内容を学んでいった。教材とされた文献には四書五経はじめ、史書類では『十八史略』 『日本外史』 『日本政記』 『元明史略』 『皇朝史略』 『 記 大日本史』など、子書類では『荀子』 『近思録』 『伝習録 韓非子』 『孫子 老子』 『荘子』など、詩文集類では『文章軌範』 唐宋八家文 などがあり、復斎旧蔵資料にも各種版本や講義筆記が残されて る。
復斎の講義筆記には、それら三島中洲の講述をはじめとした
二松學舍における受講の筆記の他、斯 黌で受講した筆記もある。旧蔵資料 は『周易』 『詩経』 『春秋左氏伝』 『礼記』 『論語』 『老子』 『近思録』 （以上 斯文黌講義筆記』所収） 、 『中庸
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講義筆記』 、 『文章軌範（講義） 』などがあり、当時、二松學舍の塾生が斯文黌の講義も併行して受講していたことがわかる。そして復斎はそれら 筆記と二松學舍での講義筆記とを合わせ、改め 独自の講義筆記として整理 いる。
明治二四年から二八年頃にかかる復斎の日々の受講の様子は
自身の日記にも記録され、それと講義筆記とを照合す ことにより、明治二〇年代から三〇年代の二松學舍における 、及び塾生の受講 実態が明らかになるも して、本資料群は有用なものとなっている。
また講義筆記から知られる中洲の各漢籍注解は、 『詩集伝私































































































































































































































































































































































































































































印記「咬得／菜根百／事可」 （朱文正方印） 、 「寧静／致

























印記「加藤／信」 （白文正方印） 、 「字／近義」 （朱文正方

























































































































































































































































































































































































































































































































































































印記「浪花／城□」 （白文正方印） 、 「法潤／之印」 （朱文正






















































































































































印記「東海林／蔵書印」 （白文長方印） 、 「東海林」 （朱文円




































































































































































































印記「月坂氏／蔵書印」 （朱文正方印） 、 「月坂恒／三之








































































日」 （巻八巻頭 、 「甲午一月十七日」 （巻九巻頭） 、裏見返し書入「涌谷
　









































































































































































































印記「川合氏／文庫章」 （朱文正方印） 、 ／信」 （白文

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































十四年辛巳一月十五日」 （自明治 四年一月一五日至一五年九月五日） 、末「明治甲午夏六月念九／陸前涌谷加藤氏」 （甲午＝二七年） 、次扉 詩文題二」 、首「九月一五日宿題」 （自〔明治一五年〕九月一五日至一七年五月二五日） 、末「明治甲午夏六月卅日／陸前涌谷加藤氏」 、次扉「自明治廿年二月／詩文題四」 、首「二月十五日」 （ 二四年一〇月一〇日） 、末「甲午七月四日／陸前涌谷加藤氏」 、次扉「自明治二十四年十月／ 文題
　
二松学舎」 、首「十月廿五日」 （自明治二四















九拝／伏乞通正」とあり、朱藍筆にて諸家から訂正。諸家署名に「補天生盲評」 「辱知墀妄言」 「 洲
　
那智典妄批」 「清































































































































































































































































































































































































































































































































































印記「咬得／菜根百／事可」 （朱文正方印） 、 「加藤／信」
















































































印記「考古／居主」 （朱文正方印） 、 「藤／名／信｜号／復




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































印記「大槻／蔵書」 （朱文正方印） 、 「大槻／確印」 （朱文正



























印記「咬得／菜根百／事可」 （朱文正方印） 、 寧静／致

























































































































表紙に「耕山先生書」 「御手本」 「亥歳壬月吉日」 「□屋元

































































































































































































































































外題（題簽） 「九数百好下ノ巻」 、内題（扉題） 「九数百好
下巻」 、表紙書入「関ノ下／惣兵衛」 。
改正洋算例題答式二巻
　
梅沢重起著
　
岡森龍躬校巻一
　
岡森龍
躬著巻二
　
明治九年（一八七六）東京堀口惣五郎刊本
　
二冊
　
復斎
748
書末書入「加藤氏」 。印記「加藤信／太郎図／書之印」 （朱
文正方印） 。
　（３）物理改正増補物理階梯三巻
　
片山淳吉編纂
　
明治九年（一八七六）
東京水野慶治郎刊本
　
三冊
　
復斎
749
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（一〇）諸芸　（１）花道正風挿花衣香三篇
　
貞松斎一馬
　
天保一四年（一八四三）序刊
本
　
一冊
　
復斎
750
　（２）占卜・相法大広益新撰八卦鈔諺解
　
闕名
　
享保三年（一七一八）杉生五郎
左衛門等刊本
　
一冊
　
復斎
751
陰陽方位便覧三巻（存巻一）
　
森重勝纂輯
　
森重固校
　
吉田徳
謙閲
　
文化一〇年（一八一三）序刊本（斎政館蔵版）
　
一冊
　
復斎
752
表紙次遊紙書入「加藤氏／蔵書」 。印記「陸前国遠田郡／
涌谷村／加藤正人」 （墨文長方印）
人相千百年眼五巻
　
平沢白翁（勝）口授
　
平沢満之等筆記
　
藤
田幸保等校正
　
明治二四年（一八九一）愛知梶田勘助刊本
　
五冊
　
復斎
753
　
印記「陸前国遠田郡／涌谷村／加藤正人」 （墨文長方印）
注１
　
平成二九年度二松學舍大学資料展示室企画展図録『三島中洲と
近代─其五
　
─二松學舍の漢学教育』 （平成二九年一一月）所収
「復斎
603」
２
　
同注１掲出書所収「復斎
323」
３
　
同注１掲出書所収「復斎
325」
４
　
同注１掲出書所収「復斎
426」
５
　
同注１掲出書所収「復斎
438」
６
　
同注１掲出書所収「復斎
607」
７
　
同注１掲出書所収「復斎
615」
